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チャップリンの有名な台詞――“Life can be wonderful if you’re not afraid of it. All it needs is 
courage, imagination ... and a little dough” ――の一部が日本語で引用されており，「少しばか
りのお金」を意味する“a little dough”が「サムマネーだ」と書かれていた。ところがこ
の部分を私を含むクラス全員が“Sam Manet”と勘違い。「サム・マネーさんって一体誰 ?」
と皆で疑問に思ったのだ。カタカナは難しくないと前述したが，やはり場合によって理解
の妨げになることもある。クラス全員で笑った。
教室外でも当然毎日，日本語を覚える場面があった。一番印象に残っているのは来日し
て最初の 1年で虫垂炎になったこと。「盲腸」，「点滴」，「散らして直す」，「お見舞い」そ
してやっと「退院」。これも日本語の思い出。38年前の私の日本語経験が懐かしく感じら
れる。今でも毎日日本語に挑戦しているけれど。
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